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４
月
10
日
、
多
目
的
集
会
施
設
の

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
多
目
的
集
会
施
設
の
建
築
に

つ
い
て
は
、
屋
内
運
動
場
の
老
朽
化

や
耐
震
性
の
問
題
か
ら
、
屋
内
運
動

場
を
解
体
し
、
跡
地
利
用
を
検
討
・

協
議
し
た
結
果
、
多
目
的
に
利
用
で

き
る
集
会
施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

施
設
は
、
木
造
平
屋
建
て
造
り
で

床
面
積
が
４
７
８
㎡
あ
り
、
で
き
る

だ
け
木
の
温
も
り
を
大
切
に
児
童
の

動
線
を
意
識
し
た
建
物
と
な
っ
て
い

ま
す
。

児童からのお礼の言葉

外観

日貫小学校　入学式の様子

矢
上
小
学
校

多
目
的
集
会
施
設 

竣
工

花桃まつりの様子

入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
９
日
、
町
内
の
各
小
中
学
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
、
小
学
校
に
96
人
、
中
学

校
に
79
人
の
新
１
年
生
が
入
学
し
ま
し

た
。

花
桃
ま
つ
り

　

４
月
12
日
、
上
口
羽
の
川
角
集

落
で
、
第
４
回
花
桃
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
家

族
連
れ
ら
約
２
千
人
が
訪
れ
、
一

面
に
咲
く
ハ
ナ
モ
モ
や
菜
の
花
に

囲
ま
れ
、
弁
当
を
食
べ
た
り
、
写

真
を
撮
影
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

地
域
の
住
民
で
つ
く
る
実
行
委

員
会
に
よ
る
シ
シ
汁
の
販
売
や
特

産
品
の
バ
ザ
ー
の
ほ
か
、
県
観
光

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ま
ね
っ
こ
」

と
「
オ
オ
ナ
ン
・
シ
ョ
ウ
」
と
の

写
真
撮
影
な
ど
も
あ
り
、
祭
り
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

２
千
本
の
ハ
ナ
モ
モ
が　

咲
き
誇
る

各小中学校の新入生数
     学 校 名 人　数

小
学
校

 口羽小学校 ８人
 阿須那小学校 ６人
 高原小学校 ９人
 瑞穂小学校 ２９人
 市木小学校 ４人
 矢上小学校 ２５人
 日貫小学校 ４人
 石見東小学校 １１人

計 ９６人
中
学
校

 羽須美中学校 ７人
 瑞穂中学校 ３１人
 石見中学校 ４１人

計 ７９人

瑞穂中学校　入学式の様子 口羽小学校　入学式の様子
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◆
採
用
予
定
人
数　

①
一
般
事
務
職
員　

若
干
名

②
保
健
師　
　
　
　

若
干
名

◆
受
付
期
間

◎
直
接
・
郵
送
の
場
合

　

７
月
１
日
（
水
）
〜
８
月
13
日
（
木
）

　
受
付
時
間
…
平
日 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◎
し
ま
ね
電
子
申
請
の
場
合

　

７
月
１
日
（
水
）
〜
８
月
13
日
（
木
）

◆
受
験
資
格

①
一
般
事
務
職
員

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

②
保
健
師

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

　

で
、
保
健
師
免
許
取
得
者
、
ま
た
は
平
成

　

28
年
３
月
31
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
国
家
試

　

験
に
よ
り
当
該
免
許
取
得
見
込
み
の
者
。

◆
試
験
の
日
時
、
試
験
会
場

◎
第
１
次
試
験

　

平
成
27
年
９
月
20
日
（
日
）

　

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

◎
第
２
次
試
験

　

平
成
27
年
10
月
18
日
（
日
）
予
定

　

邑
南
町
役
場

◆
試
験
手
続
及
び
詳
細

※
試
験
案
内
及
び
申
込
用
紙
は
役
場
総
務
課

　

及
び
各
支
所
で
６
月
１
日
（
月
）
か
ら
交

　

付
し
ま
す
。

※
し
ま
ね
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

　

s-kantan.com
/tow

n-ohnan-shim
ane-u/

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

邑
南
町
役
場
総
務
課 

人
事
係

　
　

1
０
８
５
５-

９
５-

１
１
１
１

　
　

IP
０
５
０-

５
２
０
７-

３
０
０
０

平
成
27
年
度

邑
南
町
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

矢
上
高
校･

町
観
光
協
会

連
携
協
定
を
締
結

　

４
月
30
日
、
矢
上
高
校
と
邑

南
町
観
光
協
会
が
「
食
と
農
」

の
人
材
育
成
に
向
け
た
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

連
携
協
定
に
よ
り
、
従
来
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
ス
イ
ー

ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
強
化
や

農
業
・
食
産
業
の
振
興
、
将
来

の
担
い
手
育
成
な
ど
協
力
し
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

「
農
の
学
校
」開

校

　

４
月
28
日
、
日
和
地
区
に

あ
る
「
日
和
ふ
れ
あ
い
体
験

農
園
」
を
利
用
し
た
「
農
の

学
校
」
が
開
校
し
ま
し
た
。

　
「
農
の
学
校
」
で
は
、
農

業
の
担
い
手
の
育
成
を
目
的

に
、
講
座
や
栽
培
実
習
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

１
期
生
と
し
て
、
４
人
の

Ｉ
タ
ー
ン
者
が
入
校
し
、「
農

業
で
生
計
が
立
て
ら
れ
る
よ

う
頑
張
る
」
と
意
気
込
ん
で

い
ま
し
た
。

瑞
穂
ハ
ン
ザ
ケ

自
然
館

15
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

４
月
26
日
、
開
館
15
周
年

を
迎
え
た
「
瑞
穂
ハ
ン
ザ
ケ

自
然
館
」
で
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
約
70
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
缶
バ
ッ

チ
や
ハ
ン
ザ
ケ
の
ぼ
り
を
作

り
ま
し
た
。
の
ぼ
り
作
り
は
、

４
種
類
の
ハ
ン
ザ
ケ
に
色
を

塗
り
、
中
庭
に
掲
げ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
ハ
ン
ザ
ケ

の
赤
ち
ゃ
ん
が
か
わ
い
か
っ

た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

日
貫
地
区
を
指
定

交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区

　

４
月
16
日
、
地
域
ぐ
る
み
で

高
齢
者
の
交
通
安
全
意
識
向
上

に
努
め
る
「
は
つ
ら
つ
モ
デ
ル

地
区
」
の
指
定
式
が
日
貫
公
民

館
で
あ
り
ま
し
た
。
川
本
警
察

署
長
か
ら
公
民
館
長
ら
に
、
指

定
書
と
の
ぼ
り
旗
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
式
終
了
後
、
集
ま
っ
た

約
30
人
を
対
象
に
、
特
殊
詐
欺

被
害
防
止
講
習
会
や
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
に
よ
る
道
路
横
断
の

疑
似
体
験
、
反
応
速
度
の
測
定

な
ど
を
し
て
、
意
識
の
向
上
を

図
り
ま
し
た
。
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税
務
職
員
募
集

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

１　

平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学

６月の納税
◎町県民税（第１期分）
◎国民健康保険税（第３期分、暫定）

７月の納税
　固定資産税（第２期分）
　国民健康保険税（第４期分、本算定）

納期限 ６月 30日 ( 火 )

■
ご
み
は
分
別
し
て
捨
て
ま
し
ょ
う

　

年
々
、
ご
み
の
全
体
量
に
対
す

る
可
燃
ご
み
の
割
合
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

き
ち
ん
と
分
別
す
れ
ば
資
源
ご

み
は
資
源
と
し
て
再
生
さ
れ
ま

す
。
少
し
で
も
可
燃
ご
み
の
量
が

減
る
よ
う
正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ

う
。

■
医
療
ご
み
を
捨
て
な
い
で

　

医
療
ご
み
は
、
家
庭
ご
み
と
し

て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
販
売
店
や
専
門
業
者
に
処

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
「
家
庭
ご
み
の
分
別

と
出
し
方
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
民
課

　

1
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

瑞
穂
支
所

　

1
８
３
‐
１
１
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

ご
み
の

　
　

出
し
方
に
つ
い
て

広告募集中！
縦 4.5 センチメートル
横 6.0 センチメートル
１枠　３, ０００円

（ 町外　５, ０００円 ）
【問い合わせ】
　邑南町役場総務課
 　1９５- １１１１
　IP 電話 050-5207-3000

　

島
根
県
で
は
、
交
通
事
故
の
損

害
賠
償
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
悩

み
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
無
料
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

島
根
県
交
通
事
故
相
談
所

交
通
事
故
無
料
相
談

【
相
談
場
所
】

　

島
根
県
交
通
事
故
相
談
所

　

浜
田
相
談
室（
浜
田
合
同
庁
舎
１
階
）

毎
月
、
巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

【
巡
回
相
談
会
場
】

　

大
田
市
役
所

【
相
談
日
】

　

毎
月
第
１
火
曜
日

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

※
祝
休
日
又
は
年
末
年
始
の
閉

　

庁
日
は
、
変
更
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

島
根
県
交
通
事
故
相
談
所

　

浜
田
相
談
室

　

1
０
８
５
５
‐
２
９
‐
５
５
６
３

平
成
27
年
度　

第
１
回

公
立
邑
智
病
院

職
員
採
用
試
験

【
試
験
区
分
】

　

薬
剤
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、

助
産
師
、看
護
師
、医
療
事
務
（
診

療
情
報
管
理
士
）、
社
会
福
祉
士
、

一
般
事
務
…
い
ず
れ
も
若
干
名

羽
須
美
支
所

　

1
８
７
‐
０
２
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

【
試
験
日
時
・
会
場
・
内
容
】

◆
第
１
次
試
験

◎
薬
剤
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、

　

助
産
師
、看
護
師
…
エ
ン
ト
リ
ー

　

シ
ー
ト
に
よ
る
書
類
選
考

◎
医
療
事
務
、
社
会
福
祉
士
、
一

　

般
事
務

　

日
時
…
７
月
26
日
（
日
）

　

内
容
…
教
養
試
験
、
事
務
適
性

　
　
　
　

検
査

◆
第
２
次
試
験

　

日
時
…
８
月
22
日
（
土
）

　

内
容
…
作
文
試
験
、
面
接
試
験

【
受
付
期
間
】

　

５
月
１
日
（
金
）

　
　
　

〜
６
月
30
日
（
火
）

【
受
験
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
受
験
手
続
き
等
の
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.ohchihospital.

　
jp/

　

公
立
邑
智
病
院（
総
務
人
事
係
）

　

1
０
８
５
５
‐
９
５
‐
２
１
１
１

校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い

者
、
及
び
平
成
28
年
３
月
ま
で
に

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

２　

人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
と
認
め
る
者

【
試
験
の
程
度
】

　

高
校
卒
業
程
度

【
受
験
申
込
方
法
】

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　

６
月
22
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　

７
月
１
日
（
水
）

　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用

　

ア
ド
レ
ス
（http://w

w
w
.

　

jinji-shiken.go.jp/juken.

　

htm
l

）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
税
務
署
総
務
課

　

1
０
８
５
５
‐
２
２
‐
０
３
６
０（
代
）

　

国
税
庁
HP　

http://www.nta.　

　
　
　
　
　
　
　
　

go.jp

【
相
談
日
】

　

毎
週
水
曜
日
（
祝
休
日
及
び
年

末
年
始
を
除
く
）

　
　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　

午
後
１
時
〜
４
時

※
相
談
は
無
料
で
す

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
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合
同
労
働
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　

島
根
県
労
働
委
員
会
と
島
根
労

働
局
な
ど
の
関
係
機
関
の
共
催
に

よ
り
、「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
解
雇
」

「
賃
金
不
払
」
な
ど
、
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

６
月
21
日
（
日
）

　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】

　

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

【
そ
の
他
】

　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　

労
働
者
・
事
業
主
ど
ち
ら
か
ら

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

1
０
８
５
２
‐
２
２
‐
５
４
５
０

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
実
施
し
ま
す
。　

【
内
容
】

　

遺
産
相
続
、
遺
言
、
不
動
産
の

売
買
、
名
義
変
更
登
記
、
お
金
の

貸
し
借
り
、
借
金
・
ロ
ー
ン
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
、
悪
質
商
法
、
会
社
の

登
記
、
裁
判
、
調
停
、
成
年
後
見

防災情報
危機管理課
1９５-０８１０ IP 050-5207-3003

平成 27 年度
邑南町消防団新体制
　平成 27年４月１日付けで 12名の方が邑南町消防団に新たに
入団されました。邑南町消防団は現在 544 名の団員が在籍し、
地域で活躍しています。
　町民の皆さんの生命・財産を守るために活躍する消防団です。
消防団または女性消防団に興味のある方は、役場危機管理課また
は各支所まで問い合わせください。

◆邑南町消防団幹部団員
階　級 氏　名
団　長 細貝　輝男

副団長
熊山　仁志
倉 見 　譲
三次　宏昭

分 団 長
分団名（管轄地域） 氏　名
第１阿須那分団 山根　悦文
第２口羽分団 三上　孝行
第３田所分団 松 川 　始
第４出羽分団 高川　敬司
第５高原分団 上田　智幸
第６布施分団 小笠原三津夫
第７市木分団 稲垣　博利
第８矢上分団 秋田　弘昌
第９中野分団 吉賀　時夫
第 10井原分団 飯田　重信
第 11日貫分団 野堀　邦弘
第 12日和分団 中井　伸人

◆邑南町消防団新入団員（平成 27年４月１日付）

第２口羽分団
今村　峰男

第３田所分団
洲濱　隆志
　
第４出羽分団
服部　恵二

第５高原分団
富永　知弘
三宅　輝文

第７市木分団
川取　雅也

第８矢上分団
前田　晃弘

第９中野分団
大谷　尚史
沖　祐介

第 10井原分団
服部　玲
服部　脩平
片桐　誠治

等
高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
法
律
相
談
・
登
記
相
談

（
無
料
、
予
約
優
先
、
秘
密
厳
守
。）

※
完
全
予
約
制
の
た
め
、
予
約
の

　

な
い
時
は
中
止
す
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

【
日
時
】

　

６
月
20
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
（
川
本
町
川
本
３
３
２
‐
１
６
）

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

島
根
県
司
法
書
士
会

　
　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

1
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐
２
３
４

　
（
受
付
時
間　

平
日　

午
後
０

　

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
）

国民年金基金に入りませんか？
　国民年金第 1号被保険者の方が、老齢基礎年金
に上乗せして加入できる公的な年金制度です。
　年金額は加入口数、年金受取期間は給付の型に
よって異なります。毎月の掛金は、加入時の年齢、
性別、選択する給付の型と口数によって決まります。
【問い合わせ先】
　島根県国民年金基金　10120-65-4192
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６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護

委
員
法
に
基
づ
い
て
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
人
た
ち

で
す
。
人
権
相
談
を
受
け
て
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
法

務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵

害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
を
し
た

り
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
た
昭
和
24
年
６
月
１
日
を
記
念

し
て
、
毎
年
６
月
１
日
を
『
人
権

擁
護
委
員
の
日
』
と
定
め
、
人
権

尊
重
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
る
日

と
し
て
、
住
民
に
皆
さ
ん
に
人
権

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

の
啓
発
活
動
等
に
取
り
組
ん
だ

り
、
６
月
１
日
前
後
に
全
国
各
地

の
公
共
施
設
に
お
い
て
「『
人
権

擁
護
委
員
の
日
』
全
国
一
斉
特
設

人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

◆
特
設
人
権
相
談
所
の
日
程　

　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
町

の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
場
所
・
日
時
】

 

◎
矢
上
交
流
セ
ン
タ
ー

　

 

６
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

 

◎
口
羽
公
民
館

　

 

６
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

 

◎
市
木
公
民
館

　

 

６
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

人
権
擁
護
委
員
は　

あ
な
た
の
町
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

◆
人
権
擁
護
委
員

地　

域

氏　

名

羽
須
美
　

嶋
渡
昭
壯
（
下
口
羽
）

　

光
田
雅
巳
（
阿
須
那
）

瑞　

穂
　

星
野
暢
子
（
市
木
）

　

森
脇
鈴
枝
（
鱒
渕
）

　

三
上
俊
二
（
高
見
）

　

酒
井
隆
司
（
久
喜
）

石　

見
　

天
川
芳
幸
（
中
野
）

　

土
井
美
惠
子
（
矢
上
）

　

島
田
隆
文
（
日
和
）

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

「
第
十
回
特
別
弔
慰
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す

◆
特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
今
日

の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と

な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に

思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め

て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦

没
者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

（
記
名
国
債
）
を
支
給
す
る
も
の

で
す
。

　

第
十
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

は
、
ご
遺
族
に
一
層
の
弔
意
の
意

を
表
す
る
た
め
、
償
還
額
を
年

５
万
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、

５
年
ご
と
に
国
債
を
交
付
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
（
基

準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に

よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦

没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

１
，
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

　

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

　

取
得
し
た
方

２
，
戦
没
者
等
の
子

３
，
戦
没
者
等
の 

①
父
母 

②
孫 

　

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生

　

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等

　

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

　

う
か
に
よ
り
、
順
位
が
入
れ
替

　

わ
り
ま
す
。

４
，
前
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没

　

者
等
の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、

　

姪
等
）

　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

　

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係

　

を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

◆
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

◆
請
求
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

平
成
30
年
４
月
２
日

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
回

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。）

◆
請
求
窓
口

　

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
援
護

担
当
課

　

※
な
お
、
平
成
32
年
４
月
１
日

を
基
準
日
と
す
る
特
別
弔
慰
金
に

つ
い
て
は
、
平
成
32
年
４
月
１
日

か
ら
請
求
受
付
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

1
９
５
‐
１
１
１
５

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

瑞
穂
支
所
福
祉
係

　

1
８
３
‐
１
１
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

羽
須
美
支
所
福
祉
係

　

1
８
７
‐
０
２
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

４月交通事故発生状況
発生(件) 死者(人) 傷者(人)

邑智郡
４月 　0 　０ 　0
前年比 －１ 　０ －１

邑南町
４月 　0 　０ 　0
前年比 －１ 　０ －１

石見地域 ４月 　0 　０ 　0
瑞穂地域 ４月 　0 　０ 　0
羽須美地域 ４月 　０ 　０ 　０
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食の学校

食の学校の利用や各教室についての
お問い合わせは
　邑南町立「食の学校」まで
　1９７－００５０　IP 050-5207-2250

６月の
予定

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
が
発
売
さ
れ
ま
す

〜
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
事
業
〜

　

邑
南
町
商
工
会
で
は
、
町
の
助

成
を
受
け
て
、
地
域
に
お
け
る
消

費
喚
起
や
生
活
支
援
を
目
的
に
町

内
の
事
業
所
で
の
み
利
用
で
き
る

割
増
特
典
（
プ
レ
ミ
ア
ム
）
付
商

品
券
を
発
行
し
ま
す
。

【
購
入
価
格
】

　

一
口
１
万
２
千
円
分
（
千
円
券

×
12
枚
）
を
１
万
円
で
販
売
。

【
購
入
方
法
】

・
６
月
の
広
報
紙
な
ど
と
一
緒
に

　

配
布
す
る「
引
換
券（
チ
ラ
シ
）」

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
購
入

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
一
世
帯
五
口
ま
で
購
入
可
能
で

　

す
。

【
購
入
場
所
】

①
邑
南
町
商
工
会
（
本
所
、
瑞
穂

　

支
所
、
羽
須
美
支
所
）

②
島
根
県
農
業
協
同
組
合
島
根
お

　

お
ち
地
区
本
部
羽
須
美
支
店
・

　

瑞
穂
支
店
・
石
見
支
店
の
各
営

　

農
生
活
課
（
農
協
で
の
販
売
は

　

７
月
31
日
ま
で
で
す
。）

【
発
売
期
間
等
】

　

７
月
７
日
か
ら
完
売
ま
で
の
土

日
、
祝
日
を
除
く
平
日
の
朝
９
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で

【
利
用
期
間
】

　

７
月
７
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

邑
南
町
商
工
会

　
　

☎
９
５-

０
２
７
８

　

商
工
観
光
課

　
　

☎
９
５-

２
５
６
５

20％ !!
プレミアム !!

「
邑
南
町
日
本
一
の
子
育
て
村
推
進
本
部
」

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

邑
南
町
で
は
、
子
育
て
支
援
を

総
合
的
か
つ
積
極
的
に
推
進
す
る

た
め
、『
日
本
一
の
子
育
て
村
推

進
本
部
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
推
進
本
部
に
お
い
て
、
町
民

の
皆
様
の
幅
広
い
意
見
を
反
映
す

る
た
め
に
本
部
委
員
を
公
募
し
ま

す
。

　

子
育
て
中
の
方
や
地
域
に
お
け

る
子
育
て
支
援
な
ど
に
つ
い
て
関

心
の
あ
る
方
で
、
意
欲
的
に
議
論

し
て
い
た
だ
け
る
方
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

邑
南
町
に
在
住
し
18
才
以
上

（
応
募
現
在
）
の
方
で
、
子
育
て

に
関
心
が
あ
り
、
本
部
会
議
及
び

部
会
（
専
門
部
の
会
議
）
に
出
席

で
き
る
方
。

【
募
集
人
員
】　

若
干
名

【
公
募
委
員
の
仕
事
】

　

年
間
４
回
程
度
の
会
議
に
出
席

し
、
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

会
議
は
平
日
の
午
後
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　

定
住
促
進
課
、
各
支
所
窓
口
、

各
公
民
館
に
あ
る
書
類
に
ご
記
入

の
上
、
郵
送
ま
た
は
直
接
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
邑
南
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
応
募
の
締
切
】

　

６
月
15
日
（
月
）

【
費
用
弁
償
】

　

費
用
弁
償
を
支
払
い
ま
す
。（
会

議
１
回
に
つ
き
、日
当
と
交
通
費
）

【
選
考
及
び
結
果
の
通
知
】

　

応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
選

考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
選
考
結

果
に
つ
い
て
は
応
募
者
に
対
し
て

郵
送
で
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
通

知
す
る
の
は
選
考
結
果
の
み
で
あ

り
、
選
考
過
程
に
つ
い
て
は
公
表

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
予
め
ご
了

承
下
さ
い
。

【
応
募
及
び
問
い
合
わ
せ
先
】

邑
南
町
役
場
定
住
促
進
課

　

1
９
５
‐
１
１
１
７

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
１
９

　

FAX
９
５
‐
０
２
２
３

【
個
人
情
報
の
取
扱
に
つ
い
て
】

　

応
募
さ
れ
た
方
の
個
人
情
報

は
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
い

て
厳
重
に
管
理
し
ま
す
。

　

ま
た
、
邑
南
町
日
本
一
の
子
育

て
村
推
進
本
部
以
外
の
目
的
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
。

11 日（木）和食の基本
14日（日）キッズキッチン
16日（火）邑南そば
21日（日）おしゃれな洋食
23日（火）ナチュラルフード
28日（日）パティシエキッズ

通 年 講 座

　

料
飲
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
を
目
指

す
唯
一
の
国
家
資
格
で
す
。 

【
日
程
】   

①
６
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　

②
６
月
29
日
（
月
） 

　
　
　
　

③
８
月
３
日
（
月
）

【
講
師
】
大
國
千
治
氏
（
大
国
ハ
ー

ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

【
場
所
】
食
の
学
校 

【
そ
の
他
】
受
講
料･

テ
キ
ス
ト

代
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

邑
南
町
立
「
食
の
学
校
」

　

1
９
７
‐
０
０
５
０

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
２
２
５
０

〝
受
講
者
募
集
〞

「
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
技
能
士
」

受
験
の
た
め
の
研
修
会 
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～みんなで三江線を利用しよう！！～

三江線の回数券購入とイベントへの補助を実施
三江線活性化協議会では多くの皆様に三江線を利用していただくため、
平成 27年度も引き続き利用促進に関する補助事業を行います。

【問い合わせ先】
◎三江線活性化協議会（邑智郡町村会内）
　　電話７２- ００１５　ホームページ http://sankousen.com
◎邑南町役場　定住促進課
　　電話９５-１１１７　IP050-5207-3019　FAX９５-０２２３

◎
使
っ
て
お
得
!!
回
数
券
購
入
補
助

【
補
助
内
容
】

　

三
江
線
の
回
数
券
購
入
時
に
、
購
入
金
額

の
10
％
を
補
助
し
ま
す
。

【
手
続
き
方
法
】

①
JR
三
江
線
の
駅
窓
口
（
三
次
・
粕
淵
・
石

　

見
川
本・江
津
）で
回
数
券
を
購
入
し
ま
す
。

②
役
場
（
定
住
促
進
課
）
窓
口
で
補
助
申
請

　

を
し
ま
す
。

③
補
助
金
の
受
け
取
り
は
約
１
か
月
後
で
す
。

◎
み
ん
な
で
乗
っ
て
楽
し
も
う
!!

　
三
江
線
利
用
地
域
活
性
化

イ
ベ
ン
ト
補
助

【
補
助
内
容
】

　

10
名
以
上
で
三
江
線（
列
車
や
駅
舎
な
ど
）

を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
際
の
補

助
を
し
ま
す
。

【
手
続
き
方
法
】

①
事
前
に
申
請
書
を
役
場
（
定
住
促
進
課
）
窓
口

　

へ
提
出
し
ま
す
。

②
三
江
線
活
性
化
協
議
会
事
務
局
よ
り
補
助
の

　

可
否
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

③
イ
ベ
ン
ト
実
施
後
に
報
告
書
な
ど
を
提
出

　

し
ま
す
。

④
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

参
加
者
数

補
助
金
額

10 

〜 

29
名

２
０
，
０
０
０
円

30 

〜 

49
名

３
０
，
０
０
０
円

50 

〜 

99
名

４
０
，
０
０
０
円

100
名 

〜

５
０
，
０
０
０
円

久喜大林・長瀬川
せせらぎウォーキング

６月27日（土）
受付　午前８時 30分～
開始　午前９時 00分

【集合場所】　　久喜林間学舎
【内　　容】　　ウォーキング　約５km
【参 加 費】　　無料
【持ってくるもの】
　飲み物、雨具、お持ちの方は万歩計
【申し込み先】
　６月 24日（水）までに電話でお申込みください。
　※悪天候により中止する場合は邑南町ＨＰに掲載します。
　　また、申し込みをされた方には電話連絡します。
　ウォーキング相談窓口（元気館トレーニング室内）
　　1８３－２２７０　IP 050-5207-5005
　出羽公民館
　　1８３－０９１２　IP 050-5207-5200

今年度は、
イベント補助金が
大幅アップ‼
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保
健
課　

1
８
３
‐
１
１
２
３　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
２

　
　

福
祉
課　

1
９
５
‐
１
１
１
５　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

　
　

羽
須
美
支
所　

1
８
７
‐
０
２
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

歯間ブラシ・デンタルフロス

歯ブラシの使い方

歯ブラシを
歯と歯肉の境目に
あてます

歯ブラシを小さ
く横に動かしま
す。マッサージ
するイメージ

あなたは、大丈夫？
《歯周病セルフチェックシート》
当てはまる項目にチェックしてみましょう。

6 月 4日から 6月 10日は
歯と口の健康週間です

□　歯を磨くと血がでる　　
□　歯ぐきの色がピンク色ではなく赤い色を
　している　　　　　
□　歯と歯の間に食べ物がはさまる
□　歯ぐきが腫れる　　　　　　
□　硬いものが咬みにくい
□　歯が浮く感じがする。
□　口臭が気になる
□　歯が長くなったように見える
□　歯がグラグラする
□　口の中がねばつく
□　歯石がついている　　
※ひとつでも、あてはまる項目や、気になる
症状がある方は、歯科医院へ相談しましょう。

※各地区で実施する特定健診に併せ、
かむ力の検査、唾液潜血検査等の歯科
相談を受けることができます。

お口は健康の入り口です
　よく噛んで美味しく食べる・話す・表情をつくるた
めには、口や歯の健康を守ることがとても大切です。
また、近年、歯周病が糖尿病や心血管疾患や低体重児
出産などにも影響を与えることが分かってきていま
す。この歯周病、ある日突然発症する病気ではなく、
毎日の生活習慣や食習慣、歯磨き習慣などが積み重な
り、少しずつ進行していきます。
　進行した歯周病にかかっている方が 20
代から増え始め、30代では７割の方がか
かっている状況です。

口と歯を守るには
　お口の健康を守るには、歯磨き方法や生活
習慣の改善（喫煙や生活リズムの乱れなど）、
よく噛むことが挙げられます。また、年に一
度は、かかりつけ歯科医を受診し、歯石を除
去してもらうなど、プロのお口のメンテナン
スを受けることが大切です。

　歯周ポケットとは・・・歯と歯ぐき
の境目の溝のこと。健康な歯ぐきは２
ミリ程度ですが、歯周病が進行してい
ると、溝が深くなります。

歯周ポケットが４ミリ以上ある方の割合
（邑南町H22年度残存歯調査）

歯と歯の間の歯垢の
除去に効果的です。
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【対象】精神保健福祉活動やボランティア活動に関心がある方で、原則４回すべて受講できる方

【日時・会場・内容】

【主催】こころの健康ボランティア養成講座実行委員会（うさぎの会・亀の子・大田市社会福祉協議会・
　　　大田市社会福祉課・県央保健所）
【参加費】無料（ただし、ボランティア活動保険加入希望の方は 300円必要　※第１回目に徴収）

【参加申込み・問い合わせ先】　県央保健所　健康増進課（実行委員会事務局）　10854-84-9823

こころの健康ボランティア
             養成講座の受講者募集 !!
　こころの病気や精神障がい者のよき理解者となり、生活や社会参加を地域で支えるここ
ろの健康ボランティアの養成講座を行います。

日　　時 会　場 内　　　　容

第１回 7/22( 水 )13:30 ～ 16:00 県央保健所 【講義】障がいの理解とボランティアの
　　　 役割について

第２回 ７/30( 木 )13:30 ～ 16:00 県央保健所 【講義】話の上手な聴き方について

第３回
下記のうち 1日
 8/11( 火 )、17 ( 月 )
 9/3( 木 )、８( 火 )、14( 月 )
※時間は 13:00 ～ 15:00

大田市内
または
邑南町内

【実習】うさぎの会（精神保健福祉ボラン
　　　 ティア組織）の活動への参加
内容：精神障がい者との活動を通した交流
　　　（軽スポーツ、レクリエーション等）

第４回 9/28( 月 )13:30 ～ 15:00 県央保健所 【うさぎの会との交流】

６月の当番 医

※当番医は変更されることがあり
ます。最新情報は、おおなんケー
ブルテレビのデータ放送（ｄボタ
ン）または邑南町ホームページで
ご確認ください。

７ (日 ) 河野医院 天川クリニック

14 (日 ) 星ヶ丘クリニック 加藤病院

21 (日 ) 公立邑智病院 波多野診療所

28 (日 ) 前眼科医院 加藤病院

難 病 専 門 相 談

【募集定員】　２０名（先着順）　　　　　　【申込締切】　７月３日（金）

　難病でお困りの方に対して、神経内科の専門医による個別相
談を行います。
　「手足のしびれ、ふるえ、ふらつき」などで悩んでいる方、
療養生活で困っている方、難病について詳しく説明してほしい
方やそのご家族からの相談も受け付けています。

【日時】　６月 11日（木）　９：００～１２：００

【場所】　島根県県央保健所（大田市長久町長久ハ７－１）

【医師】　島根県立大学 (出雲キャンパス )
　　　　神経内科　山下一也（やましたかずや）先生

【申込締切】　６月４日（木）事前に予約が必要です。

【問い合わせ・申し込み先】
　県央保健所 医事・難病支援課
　　1０８５４－８４－９８２６　FAX０８５４－８４－９８３０
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こ
ん
に
ち
は
!!

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

1
９
５
‐
１
１
１
５　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

地　　域 羽 須 美 瑞 穂 石 見

開催日時
毎月第３木曜日 毎月第３木曜日 毎月第３月曜日
６月 18日（木）
10：00～ 11：30

６月 18日（木）
10：00～ 11：30

６月 15日（月）
10：00～ 11：30

場　　所 口羽公民館 高原公民館 中野公民館
参加費（お茶代） １００円

参加申込先
羽須美支所 福祉係
1８７－０２２１
IP050-5207-6500

瑞穂支所 福祉係
1８３－１１２１
IP050-5207-5000

福祉課 地域包括係
1９５－１１１５
IP050-5207-3008

　ご家庭で介護をしておられる家族介護者同士が、定期的に集い、日頃
の介護の悩みなどを語り合うことで気分転換する場です。
　地域は問いませんので、ご都合のよい会場へお気軽にお越しください。
　なお、当日保健師等による個別相談を希望される場合は、事前にご予
約ください。
【対象者】　要介護１～５の方を家庭で介護している家族介護者

 在宅で介護をしている方へ　　「介護者家族の会」を開催しています

はじめてみませんか
「認知症になっても安心して暮らせるまちづくり」
　邑南町では、認知症になっても地域の人たちの「理解・支援・つながり」で生き生きと楽
しく豊かに暮らせるまちづくりをめざしています。
　自分たちが住む地域で、どんな見守りや支えあいができるのか一緒に考えてみましょう。

日々の生活のなかで
“ちょっと一緒に”

　認知症の人が気持よく楽しめる場面や、力
を発揮して活躍できる場面を地域のなかで増
やしていきましょう。
　「ちょっとひと声かけよう」「ちょっと顔を
見に行ってみよう」「ちょっと一緒に気晴ら
しを」「ちょっと一緒に買い物に」「ちょっと
一緒に好きなことを」

地域でできる取り組み
●食事会、お茶会　●趣味の集まり　●運動
教室・認知症予防教室・地域ささえあいミニ
デイサービス　●ごみ出しサービス　●家
事・配食サービス　●病院への付き添い　●
防災・非常時の備え　●ひとり暮らしの人へ
の見守り　　など

「認知症サポーター」とは

キャラバンメイトを派遣します！

　なにか特別なことをやってもらうものでは
ありません。まずは、「認知症」を正しく理解
し、認知症の人や家族を温かく見守る応援者と
して、友人や家族にその知識を伝えたり、認知
症になった人や家族の気持ちを理解するよう努
め、隣人あるは商店、交通機関等地域で暮らす
者としてできる範囲で手助けをします。
　詳しくは、地域包括支援センターへお問い合
わせください。

　「認知症サポーター」になっていただくため、老人クラ
ブやいきいきサロン、職場など皆さんが集まっているとこ
ろへキャラバンメイト（講師）を派遣し、認知症の症状に
ついて、私たちができることについて１時間 30分程度お
話をさせていただき、認知症への理解を広めていく活動を
しています。
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107    

は
大
き
な
芋
の
畝
の
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
他
の
山
城
の
よ
う
に
平

坦
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
実
は
こ

れ
は
破
城
（
城
を
壊
す
こ
と
）
の

痕
跡
で
す
。

　

永
禄
年
間
（
１
５
６
０
年
頃
）
毛

利
元
就
の
６
男
元
倶
が
出
羽
氏
の
養

子
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
と
き
二
ツ
山
城
は
自
分
の
息
子

の
居
城
に
ふ
さ
わ
し
く
改
修
す
る
と

同
時
に
、
隣
の
本
城
は
徹
底
的
に
破

壊
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
県
内
に
は
千
か
所

以
上
の
山
城
跡
が
分
布
し
て
い
ま
す

が
、
戦
国
期
の
城
で
破
城
の
例
は
数

例
し
か
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
破
城
の

典
型
的
な
例
と
し
て
き
わ
め
て
重
要

な
城
跡
で
す
。

　

本
城
へ
は
田
所
上
集
落
日
野
十

象
氏
宅
横
か
ら
旧
田
所
公
園
に
上

が
り
、
そ
の
ま
ま
道
な
り
に
進
ん

　

出
羽
地
区
か
ら
田
所
方
面
（
西

側
）
を
眺
め
る
と
、
右
手
に
「
二

ツ
山
城
」
の
勇
姿
が
見
え
て
き
ま

す
。
そ
の
左
奥
の
方
に
三
角
に
と

が
っ
た
山
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
が

「
本
城
」
で
す
。
そ
の
間
の
距
離
は

１
㎞
ほ
ど
で
、
亀
谷
方
面
か
ら
見

れ
ば
２
つ
の
山
城
は
並
ん
で
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。
ほ
ぼ
同
じ
と

こ
ろ
に
本
格
的
な
城
跡
が
並
ん
で

い
る
と
い
う
、
考
え
て
み
れ
ば
不

思
議
な
光
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

邑
智
郡
の
中
世
史
研
究
の
先
駆

者
で
あ
る
故
三
上
鎮
博
氏
は
、
こ

の
２
つ
の
城
の
関
係
を
知
り
た
い

本ほ
ん
じ
ょ
う城

城
跡

と
思
っ
た
こ
と
が
、
中
世
史
研
究

に
の
め
り
込
む
最
初
で
あ
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　

本
城
は
、
阿
須
那
に
本
拠
を
置

く
高
橋
氏
に
よ
り
、
正
平
16
年

（
１
３
６
１
）
出
羽
氏
を
攻
略
し

た
の
ち
に
出
羽
郷
支
配
の
拠
点
と

し
て
築
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
高
橋
氏
は
岡
山
県
高
梁
市

に
拠
点
を
持
つ
北
朝
方
の
武
将
で

し
た
が
、
足
利
家
の
内
紛
で
あ
る

「
観
応
の
擾
乱
」
の
影
響
を
受
け
、

失
意
の
う
ち
に
阿
須
那
に
来
住
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
経
緯
か
ら
や
が
て
南
朝
方
に
属

し
出
羽
氏
を
攻
略
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

出
羽
郷
を
勢
力
下
に
納
め
た
高

橋
氏
は
、
や
が
て
本
城
を
築
き
こ

こ
を
拠
点
の
一
つ
と
し
て
勢
力
を

拡
大
し
、「
陰
陽
の
盟
主
」
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
に
強
大
な
勢
力
と
な

り
ま
し
た
。
16
世
紀
初
め
こ
ろ
、

高
橋
氏
は
「
３
歳
の
ベ
コ
（
小
牛
）

の
毛
の
数
ほ
ど
兵
隊
を
持
つ
」
と

恐
れ
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

本
城
の
縄
張
り
（
郭
・
堀
切
な

ど
の
配
置
）
を
観
察
す
る
と
、
尾

根
筋
は
３
〜
４
本
の
連
続
堀
切
で

切
断
し
、
山
肌
に
は
連
続
竪
堀
が

み
ら
れ
る
な
ど
、
郡
内
で
は
も
っ

と
も
堅
固
に
造
ら
れ
た
山
城
の
１

つ
で
す
。
し
か
し
山
頂
の
主
郭
部

で
い
く
と
や
が
て
尾
根
筋
に
出
ま

す
。
し
ば
ら
く
進
む
と
土
を
盛
り

上
げ
て
つ
く
ら
れ
た
通
路
（
土

橋
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
敵
が

大
勢
で
侵
入
し
な
い
よ
う
に
工
夫

さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
先
に
は

こ
の
土
橋
と
そ
れ
に
続
く
登
城
路

を
意
識
し
た
郭
群
が
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
過
ぎ
る
と
急
斜

面
に
連
続
竪
堀
が
つ
く
ら
れ
て
お

り
、
こ
こ
か
ら
主
郭
部
に
向
か
っ

て
比
高
40
ｍ
の
急
峻
な
尾
根
筋
を

上
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
急
斜
面

を
過
ぎ
る
と
主
郭
部
下
の
広
い
郭

群
が
現
れ
ま
す
。
こ
こ
を
進
み
切

り
岸
を
上
っ
た
と
こ
ろ
が
本
丸
で

す
。
こ
こ
に
立
つ
と
徹
底
的
に
破

壊
さ
れ
た
本
丸
の
姿
に
驚
か
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
本
丸
か
ら
西
に

下
る
と
二
の
丸
に
至
り
ま
す
が
、

こ
こ
も
破
城
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
二
の
丸
の
北
と
西
の
尾
根
筋

は
大
規
模
な
堀
切
な
ど
に
よ
り
完

全
に
切
り
離
さ
れ
て
い
ま
す
。
主

郭
の
南
西
・
東
の
尾
根
筋
も
連
続

堀
切
と
竪
堀
で
完
全
に
切
ら
れ
て

お
り
、
登
城
路
以
外
か
ら
の
敵
の

侵
入
を
許
さ
な
い
よ
う
に
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
城
城
跡
は
、
こ
の
地
域

の
戦
国
史
を
探
る
上
で
き
わ
め
て

重
要
な
山
城
跡
で
あ
り
、
地
域
の

歴
史
や
山
城
に
関
心
の
あ
る
人
に

は
ぜ
ひ
見
て
お
い
て
ほ
し
い
山
城

で
す
。

本城 縄張り図

破城された本丸

名
勝
等
を
散
策

さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

　

邑
南
町
の
指
定
文
化
財
に
は
、
国

指
定
の
名
勝
「
千
丈
渓
」
や
「
断
魚

渓
」、
県
指
定
の
天
然
記
念
物
及
び

名
勝
「
志
都
の
岩
屋
」、
町
指
定
の

史
跡
「
久
喜
製
錬
所
遺
跡
群
」
な
ど

が
あ
り
、
散
策
な
ど
を
楽
し
ま
れ
る

方
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
や
、
深
い
歴
史
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
散
策
す
る
こ
と

は
、
と
て
も
心
地
よ
い
こ
と
で
す
。

　

気
持
ち
よ
く
散
策
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、左
記
の
こ
と
に
留
意
し
、

ま
た
、
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
留
意
事
項
等
】

①
一
人
で
は
行
か
な
い
。

②
誰
か
に
行
先
を
伝
え
て
か
ら
行
く
。

③
適
切
な
服
装
や
装
備
を
整
え
る
。

　
（
長
袖
長
ズ
ボ
ン
・
運
動
靴
等
）

④
携
帯
電
話
の
携
帯
。（
圏
外
の
場

　

合
も
あ
り
ま
す
が
緊
急
時
の
備
え
）

⑤
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
。

⑥
ク
マ
対
策
と
し
て
鈴
等
の
装
着
。

　

ま
た
、
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
場
合
や

　

マ
ム
シ
に
噛
ま
れ
た
場
合
に
想
定

　

さ
れ
る
対
応
策
。

⑦
見
学
ル
ー
ト
以
外
に
、
む
や
み
に

　

立
ち
入
ら
な
い
。（
名
勝
等
の
特

　

質
上
、危
険
な
場
所
も
あ
り
ま
す
）

　

な
お
、
坑
道
等
に
つ
い
て
も
危
険

で
す
の
で
、
興
味
本
位
で
の
立
ち
入

り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

邑
南
町
教
育
員
会
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平
成
26
年
11
月
に
作
成
し
た
、

「
邑
南
町
子
育
て
カ
ル
タ
」
に
つ

い
て
、
数
回
に
分
け
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。
今
回
は「
ま
」か
ら「
む
」

で
す
。

　
「
邑
南
町
子
育
て
カ
ル
タ
」
は
、

各
公
民
館
に
貸
し
出
し
用
を
置
い

て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
※
非
売
品
）

邑
南
町

ル

子
育
て
カ

タ

ま
孫
育
て

子
育
て
以
上
に
幸
せ
よ

ば
ぁ
ー
ば
の
ぬ
く
も
り

伝
え
る
嬉
し
さ

　
日
々
の
生
活
の
中
で
い
ら
い
ら
し
た
り
、
焦
っ
た

り
と
つ
い
つ
い
子
ど
も
に
当
た
っ
た
こ
と
も
。「
ば
ぁ

〜
ば
」
に
な
っ
た
今
で
は
、
今
ま
で
の
経
験
か
ら
得

て
き
た
宝
物
が
ゆ
と
り
と
な
り
孫
を
受
け
入
れ
語
っ

た
り
と
、
う
れ
し
さ
を
感
じ
る
。洲

　
浜

　
妙

　
子

絵　
角

　
矢

　
永

　
嗣

み
見
に
来
た
ね

わ
あ
っ
参
観
日

拍
手
で
す

　
参
観
日
を
通
し
て
わ
が
子
の
様
子
な
ど
が
分
か

り
、
子
育
て
の
中
で
大
切
だ
と
思
う
。
友
達
と
の

係
わ
り
を
踏
ま
え
て
子
育
て
を
し
て
い
く
必
要
性

を
感
じ
た
。

伊
　
藤

　
美
奈
子

絵　
石
見
中
学
校
美
術
部

　

紹
介
所
は
商
工
観
光
課
内
に
あ
り
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
毎
日
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
（
土
日
祝
日
を
除
く
）。

邑
南
町
無
料
職
業
紹
介
所
　 

求
人
情
報

https://www.hellowork.go.jp/index.html
　最新の邑南町の求人情報はハローワークインターネットサービスをご利用ください。

人 情
ハローワーク

報求

事業所名 職　種 内　容 年齢 備　考
社会福祉法人
邑智福祉振興会
（くるみ学園・くる
み邑美園）

支援員・指導員 利用者の生活支援 不問 不問

夜間専門支援員 夜間における利用者の生活支援 不問 不問

島根農業協同組合
島根おおち地区本部

給油所販売員 給油所における販売業務、接客、洗車・
清掃、タイヤ交換、灯油の配達等 不問 普通自動車免許

危険物取扱者乙種４類

農機具整備販売員 農業機械の整備・修理・販売等 不問 普通自動車免許

社会福祉法人　
石見さくら会

保育士・保育補助 保育所における保育業務・保育補助 不問 保育士免許（あれば尚良し）

看護師・准看護師 入所者の看護業務 不問 看護師・准看護師免許

介護職員 高齢者の日常生活介助業務
（桃源の家・香梅苑） 不問 介護福祉士、ヘルパー２級

（あれば尚良し）

調理職員 入所者の調理業務 不問 調理師、調理経験
（あれば尚良し）

有限会社　寺本建設

土木作業員 土木建設工事現場における土砂運搬等の
作業 不問 普通自動車免許（AT限定

不可）
廃油リサイクル・
回収

使用済みの廃油の回収・燃料にリサイク
ルする作業等

55歳
以下

普通自動車免許（AT限定
不可）

廃タイヤの収集・
処分

廃タイヤの収集運搬業務、廃タイヤの破
砕処分業務 不問 ４ｔトラック運転 2年以上

経験

丸二　株式会社 食品添加物製造、
梱包作業 食品製造作業、食品梱包、梱包作業等 不問 不問

( 株 ) ワイテック
石見工場

一般事務 部品の進捗管理業務、電話応対 ･来客応
対、パソコン操作 不問 パソコン操作

検査員 製品測定操作、計測機器の検査、検査書
類作成等 不問 パソコン操作

自動車部品製造 自動車部品の製造、プレス工及び部品の
組み付け等 不問 不問

有限会社 ディブロ
配達業務 広島への配達業務 不問 普通自動車免許

作業員 豚肉のカット・仕入業務 不問 普通自動車免許

テクノレイク株式会社 製造 ウレタン加工 不問

【問い合わせ先】邑南町無料職業紹介所 1 95－2565（商工観光課内）　IP 050-5207-3020

む
む
り
せ
ん
で

た
の
し
み
な
が
ら

こ
そ
だ
て
を

　
昔
は
二
世
代
、
三
世
代
と
暮
ら
し
、
大
変

さ
も
あ
っ
た
が
教
わ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

宮
　
本

　
タ
ズ
コ

絵　
宮

　
本

　
牧

　
依



14広報おおなん 2015. ５

【
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
年
金
事
務
所　

1
０
８
５
５
‐
２
２
‐
０
６
１
４

町　

民　

課 

1
９
５
‐
１
１
１
４　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

瑞 

穂 

支 

所  

1
８
３
‐
１
１
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

羽
須
美
支
所 

1
８
７
‐
０
２
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

国民年金保険料
学生納付特例制度の
申請をお願いします。

　　はがき形式の学生納付特例申請書が日本年金機構より３月下旬に送付されてい
　ます。平成 26年度と同じ学校に在籍される方は、送付されたハガキに必要事項
　を記入して返送してください。この場合在学証明書や学生証の写しの添付は不要
　です。

　　学生納付特例を利用せず、保険料の納付を希望される場合は、納付書を送付し
　ますので、お手数ですが、浜田年金事務所までご連絡ください。

　　学生証の写しまたは在学証明書、印鑑をお持ちの上、役場町民課、各支所又は
　浜田年金事務所にて申請をお願いします。

　学生納付特例を受けた期間は、将来受け取る年金の受給資格期間に算入されるが、
年金額には反映されない「カラ期間」になります。
　10年以内に追納していただくことで、将来の老齢基礎年金を満額に近付ける事
ができます。追納をご希望の際には、役場町民課、各支所または浜田年金事務所ま
でご連絡ください。

学生納付特例制度とは？
　一般的に所得が少ない学生を対象に、本人の申請によって保険料の納付が
猶予される制度です。納付特例制度を利用せずに保険料を未納にしておくと、
老齢基礎年金または障害基礎年金を受け取ることができなくなる場合があり
ます。納付が困難な場合には早めに手続きをお願いします。

※平成 27年４月より過去２年１か月前まで遡って申請ができるようになり
ました。詳しくは役場町民課、各支所または浜田年金事務所まで問い合わせ
ください。

◆昨年度に引き続き平成 27年度も制度を利用される方

◆昨年度は制度を利用したが、平成 26年度は申請されない方

◆初めて申請される方、在学学校等に変更がある方
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

●６月の開館案内（本館）

図書館から
のお知らせ

図書館本館1８３－１７６０
羽須美分館1８８－０００１
石 見 分 館1９５－１０４４

《開館時間》9：30～17：30

■は休館日です。

　石見分館、羽須美分館の
休館日、開館時間は各分館
にお問い合わせください。

　４月 29日、１年生から５年
生まで 22人の参加で、町内の
図書館３館をめぐりました。
　羽須美分館では、図書館利用
についての説明と大型絵本の読
み語りを聞きました。
　本館では、ブックトーク「魔
法かな？」、マジックショー、
自分でもできる手品など、子ど
もたちは目がくぎ付けでした。
　石見分館では、読書クイズに

図書館３館めぐり

●新　刊　案　内
「認知症になった私が伝えたいこと」･･･ 佐藤政彦　大月書店
「子どもはみんな問題児。」･･･中川李枝子　新潮社　「里地・里山を歩こう パート２」･･･清水正弘　南々社
「ヒトの脳にはクセがある」･･･小林朋道　新潮社　「田園発港行き自転車 上・下」･･･宮本輝　集英社●６月の行事

３日 (水) ストーリーテリング勉強会（本館）
７日 (日) わらべうた勉強会（本館）
20日 (土) おはなし会（本館）
27日 (土) おとなのためのお話し会（井原稲積宅）

ホームページアドレス　http://library.town.ohnan.lg.jp/WebOpac/webopac/index.do 

インターネット、携帯電話
から検索・予約ができます。
右のＱＲコードから携帯サ
イトへアクセスできます。

　

春
に
な
り
、
邑
南
町
も
暖
か
な
日

が
続
い
て
い
ま
す
。
桜
の
咲
く
風
景
、

道
端
や
通
り
が
か
り
の
花
壇
に
咲
く

ス
イ
セ
ン
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
。
大
好

き
な
花
た
ち
は
私
の
日
々
を
楽
し
く

嬉
し
い
も
の
へ
と
変
え
て
く
れ
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
に
住
む
母
へ
近
況
を
連

絡
す
る
と
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
既
に
日

中
の
気
温
が
30
℃
を
超
え
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
今
、
一

年
で
一
番
気
候
の
よ
い
時
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。
人
々
は
３
月
頃
か
ら
夏

物
の
服
を
着
て
、
５
月
に
は
気
温
は

38
℃
に
達
し
ま
す
。
こ
の
気
温
は
７

〜
８
月
に
は
48
℃
ま
で
上
が
り
ま

す
。
し
か
し
、
日
本
の
よ
う
な
湿
気

の
な
い
乾
燥
し
た
空
気
は
暑
い
な
が

ら
も
過
ご
し
や
す
い
も
の
で
す
。

　

夏
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
、
雨
が
降
る

と
よ
も
ぎ
や
花
の
匂
い
が
し
ま
す
。

以
前
日
本
や
ハ
ワ
イ
に
住
ん
で
い
た

頃
に
雨
が
降
っ
て
も
ラ
ス
ベ
ガ
ス
と

同
じ
匂
い
が
し
な
か
っ
た
こ
と
に
と

て
も
驚
い
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
あ

れ
は
本
当
に
よ
も
ぎ
の
匂
い
だ
っ
た

の
だ
と
気
が
付
き
ま
し
た
。
爽
や
か

な
香
り
は
気
分
を
向
上
さ
せ
て
く
れ

る
、
私
の
夏
の
一
番
の
お
気
に
入
り

で
す
。
た
だ
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
年
間

降
水
量
は
約
110
㎜
〜
120
㎜
と
、
雨
が

す
っ
か
り
減
っ
て
し
ま
い
悲
し
い
限

り
で
す
。

　

ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
は
雨
が
降
る
と
雷

が
鳴
り
光
り
ま
す
。
雷
は
低
い
場
所

で
起
こ
る
た
め
そ
の
音
は
と
て
も
大

き
く
響
き
、
家
を
も
揺
ら
し
ま
す
。

ま
た
、
瞬
く
よ
う
な
雷
の
光
は
夜
空

を
鮮
や
か
に
照
ら
し
ま
す
。
邑
南
町

の
雷
は
、
ど
こ
か
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
も

の
に
似
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
き

な
違
い
は
、
め
っ
た
に
水
害
が
起

こ
ら
な
い
こ
と
で
す
。
ラ
ス
ベ
ガ

ス
の
街
は
排
水
シ
ス
テ
ム
が
乏
し

く
、
降
っ
た
雨
水
は
低
い
と
こ
ろ
へ

溜
ま
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
な
る
と
水
位
は
上
が
り
続
け
、
車

は
水
害
に
よ
っ
て
動
か
な
く
な
り
ま

す
。
人
々
は
救
援
を
求
め
、
動
け
る

人
は
水
害
の
中
を
通
勤
し
た
り
病
院

へ
通
っ
た
り
し
ま
し
た
。
私
は
幸
運

に
も
水
害
を
直
接
受
け
た
こ
と
は

な
か
っ
た
で
す
が
、
一
度
だ
け
ソ

フ
ァ
ー
が
道
路
の
中
央
へ
と
漂
っ
て

い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
邑
南
町
に
も
夏
が
訪
れ

ま
す
。
私
は
今
、
こ
の
穏
や
か
な
邑

南
町
の
気
候
の
元
で
過
せ
る
こ
と
を

本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ェ
ン
デ
ィ
の随
想

英
語
指
導
助
手

ウ
ェ
ン
ディ

ー・
ケイリ

ーン・ケックスタッ
ト

蔵書点検にともなう休館日
本館　６月９日～ 12日
石見　6月 23日～ 26日

本館マジックショーの様子

挑戦し、正解者にはプレゼントがありました。
　この日は貸出冊数無制限でしたので、子どもたちは大きな袋一杯に本を詰め
込み「重たい、重たい」と言いながらも満面の笑みでした。保護者の方から、「帰っ
てさっそく本を開いていましたよ。」という声をいただきました。
　本との出会いを目的としたツアーです。来年は参加してみませんか？
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広
報
お
お
な
ん
 ５
月
号
 V
o
l.128

平
成
27
年
 ５
月
15
日
発
行

■
発
行
/邑
南
町
役
場
　
■
企
画
・
編
集
/総
務
課
　
■
印
刷
/柏
村
印
刷

〒
696-0192　

島
根
県
邑
智
郡
邑
南
町
矢
上
6000

番
地
　
1
 0855-95-1111

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】 http://w

w
w
.tow

n.ohnan.lg.jp/
　

今
年
の
４
月
は
と
っ
て

も
忙
し
か
っ
た
で
す
。
剣

道
ク
ラ
ブ
の
練
習
の
隙
間

を
埋
め
る
よ
う
に
、
小
学

校
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

消
防
団
、
自
治
会
、
集
落

営
農
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ

や
会
議
が
毎
日
の
よ
う
に

あ
り
ま
し
た
。
広
報
の
締

め
切
り
も
４
月
号
は
ペ
ー

ジ
数
が
多
く
て
、
バ
タ
バ

人口の動き
（平成27年５月１日）

前月比 前　年
同月比

　男　／ 5,391 人 +8 -72
　女　／ 6,015 人 +4 -104
　計　／ 11,406人 +12 -176
世帯数／ 5,029 世帯 +22 -13

　　　　　高齢者比率 42.2％

※住民基本台帳人口（外国人含む）を使用しています。

不法投棄を無くそう !!

邑 南 町

６月は環境月間
「全国ごみ不法投棄監視ウィーク」
　５月３０日 ～ ６月５日
（ごみゼロの日） （環境の日）

『不燃ごみ専用ごみ袋』
が、今年度作成分から、次のとお
り変わります。

※変更後でも、新旧どちらも
使用できます。

旧

新

　

瑞
穂
ハ
ン
ザ
ケ
自
然
館
で

は
、
飼
育
下
産
卵
に
成
功
し
た

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
幼
生

が
少
し
ず
つ
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。　

２
０
１
３
年
生
ま
れ

の
幼
生
は
、
約
13
セ
ン
チ
に
成

長
し
、
現
在
34
匹
、
飼
育
し
て

い
ま
す
。

う
ち
５
匹

不燃

不燃

袋：半透明
文字：黄色

袋：黄色
文字：黒色

ハ
ン
ザ
ケ

力
強
く
育
っ
て
い
ま
す

2013 年生まれの幼生

は
ア
ク
ア
ス
に
出
張
中
で
す
。

２
０
１
４
年
生
ま
れ
の
幼
生

は
、
約
８
セ
ン
チ
に
成
長
し
、

現
在
17
匹
、飼
育
し
て
い
ま
す
。

　

幼
生
の
様
子
は
、
展
示
用
の

別
水
槽
で
観
察
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

瑞
穂
ハ
ン
ザ
ケ
自
然
館

　

1
８
３
‐
０
８
１
９

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
４
８
８
６

2014 年生まれの幼生

タ
し
っ
ぱ
な
し

で
し
た
。

　

５
月
に
な
っ

て
も
状
況
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
忙
し
い
と
嘆
く
よ

り
も
「
充
実
し
た
日
々
を

頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
」
と

前
向
き
に
努
力
を
す
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
息
切
れ
を
し
て

い
る
私
を
見
か
け
た
ら
、

笑
顔
で
声
を
か
け
て
や
っ

て
く
だ
さ
い
。（
さ
と
し
）


